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「岐阜県災害ボランティア連絡調整会議」設置訓練を実施します 

 

 南海トラフ地震などの大規模災害により大きな被害が発生した場合に備え、災害時に速やか

に災害ボランティアの受入体制を整えることができるよう、関係１８団体が参加し「岐阜県災

害ボランティア連絡調整会議」の設置訓練を実施します。 

なお、本訓練は県総合防災訓練とあわせて実施します。 

 

記 

 

１ 日  時  令和８年８月３１日（月） ９時３０分～１１時３０分 

 

２ 場  所  県議会棟１階 第１会議室（岐阜市薮田南２－１－１） 

        ※一部団体は、オンライン（Ｔｅａｍｓ）で参加 

 

３ 訓練の目的 

県総合防災訓練の被害情報をもとに、災害ボランティア連絡調整会議等の設置、被災地

での支援ニーズ等の情報共有、支援可能な団体の調整などをシミュレーションし、流れを

再確認する。 

 

  【岐阜県災害ボランティア連絡調整会議】 

   災害ボランティア受入に係る総合的な調整等の支援を行う会議 

行政、社会福祉協議会、ＮＰＯ・災害ボランティア団体等が「連携・協働」して運営 

 

 

４ 訓練概要（予定） 

  ◆発災２日目を想定した訓練 

①岐阜県災害ボランティア支援協議会の開催 

    ・県災害対策本部の設置及び県内の被害状況の報告等を受け、岐阜県災害ボランティ

ア連絡調整会議の設置や運営方法など、今後の対応について協議 

 

   ②「岐阜県災害ボランティア連絡調整会議」の設置 

    ・上記①の支援協議会の内容を踏まえ、県が設置 

 

 

 

 

 

令和８年８月２６日（水）岐阜県発表資料 

担当課 担当係 担当者 電話番号 

地域福祉課 福祉人材係 片桐 

内 線 3446 

直 通 058-272-8261 

ＦＡＸ 058-278-2651 



 

 

 

    【岐阜県災害ボランティア支援協議会】 

     県、県社会福祉協議会、ＮＰＯ及び学識経験者に加え、重機の操作技術等を持つ 

技術ボランティアの関係者等により構成されている協議会。 

災害ボランティアが最大限の力を発揮できるよう、災害時において、以下事項を検 

討している。 

○「岐阜県災害ボランティア連絡調整会議」の設置調整や運営等に関する事項 

○ その他、上記の目的を達成するために必要な事項 

 

 

  ◆発災３日目を想定した訓練 

   ③全体会議（１回目）の開催 

    ・参加団体間で、県内の被害状況や災害ボランティアセンターの運営状況の情報共有

等を実施 

 

  ◆発災４日目を想定した訓練 

   ④全体会議（２回目）の開催 

    ・被災者ニーズに対応した支援内容等について、参加団体に確認 

    ・全体会議の終了後、技術ボランティア専門部会、避難所及び在宅避難者支援ボラン

ティア専門部会を開催 

 

  ◆総括 

   ⑤振り返り 

 

５ 参加予定団体（計１８団体、順不同） 

コー・イノベーション大学、ぎふ防災・減災センター、（特非）ぎふＮＰＯセンター、（福）

岐阜県社会福祉協議会、（一社）ＯＰＥＮ ＪＡＰＡＮ、清流の国ぎふ女性防災士会、日本

赤十字社岐阜県支部、（公財）岐阜県国際交流センター、岐阜県生活協同組合連合会、日本

防災士会岐阜県支部、（公社）日本青年会議所東海地区岐阜ブロック協議会、（福）岐阜県

共同募金会、（特非）岐阜県青年のつどい協議会、全建総連岐阜建設労働組合県本部、（特

非）全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（ＪＶＯＡＤ）、（福）川辺町社会福祉協

議会、川辺町、岐阜県（地域福祉課、防災課、廃棄物対策課、県民生活課、農政課） 

 

 

６ その他 

  ・訓練当日、大規模災害が発生した、又は発生するおそれのある場合や、県内の気象状況、

その他危機管理事案等により訓練を中止することがあります。 

 

 

＜参考：令和７年度に実施した設置訓練の様子（左：全体会議、右：専門部会）＞ 


